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要 旨 【緒言】国立病院機構では，医療の質を定量的に評価するための“ものさし”である「臨
床評価指標」を公表している．一方，国立病院機構仙台医療センターでは，2008年に

ISO9001の認証を取得しTQM（Total Quality Management）活動を行い，TQM活動の一環とし
て臨床評価指標から一つの指標を重点目標に選定して業務改善を行っている．2022年度は臨床評
価指標「109.安全管理が必要な医薬品（以下，ハイリスク薬）に対する服薬指導の実施率（目標値：
実施率50％以上）」に取り組むこととなった．今回，病棟薬剤師のハイリスク薬に対する意識向
上のためにPDCAサイクルの手法を用いて活動計画に基づき業務改善を行った．【方法】2022年
度に実践したPDCA手法を用いた薬剤管理指導業務の改善活動の検証，2021年度と2022年度の薬
剤管理指導に関するデータの比較および病棟薬剤師に対する実態把握のアンケート調査から改善
の効果を検討した．【結果】活動計画を基に薬剤管理指導実施件数，ハイリスク薬一覧などの薬
剤管理指導に関するデータを可視化し，組織で情報共有をすることなど病棟薬剤師の意識向上の
取り組みを行うと共に薬剤管理指導業務を進めて行った．2021年度および2022年度のデータ比較
では，全薬剤管理指導実施件数の月平均には変化がみられなかったが，2021年度に比べて2022年
度のハイリスク薬の使用患者に対する薬剤管理指導実施件数の月平均は増加した． 2 回実施した
アンケート調査では，今回の取り組みを知っているという回答は，いずれも100％であった．【考
察】薬剤管理指導業務の改善活動において，データの可視化と共有することで，目標に対する意
識の変化がおこったと考えられた．また，効率的に取り組みを進めるためには，PDCAサイクル
は有効な手法の一つであると考えられた．
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PDCAサイクル手法を用いた 
薬剤管理指導業務の改善の取り組み
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